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課題を明確にし、次の一歩へ

2026年9月7日（月）～8日（火）
東京コンファレンスセンター品川

EXHIBITION
ソリューションの
活用ポイントを

紹介

NETWORKING
参加者同士の
交流機会

SEMINARS
実務に活かせる
知見を提供

Cytiva Forum

Cytiva Forumは、バイオ医薬品の研究・開発から製造・品質に至る各段階の課題を起点に、トレンドや技術の紹介に
とどまらず、実務に直結する視点の共有を重視したフォーラムです。

セミナー×製品展示×ネットワーキングを通じて、課題
を個別ではなく、全体のプロセスの中で捉え直し、次の
アクションにつながる視点を得られます。

参加対象
●  研究・開発／プロセス設計／製造／品質保証・管理に
携わる方

●  製造技術・設備・デジタル化の導入・改善に関心のある方、
および関連分野のマネジメント層

参加費・参加方法
無料、事前登録制

 ●  9月7日（月）17:00～ 情報交換会を開催
 ●  製品紹介や説明を通じた技術的な対話・意見交換
 ●  セミナースピーカーとの直接コミュニケーション

開発から製造までをつなぐソリューション

交流・対話の機会

事前登録はこちら
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最新のセミナープログラムや詳細情報は
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Date / Time セミナー会場 A セミナー会場 B

9/7
（月）

13:00-13:45

Part 1：  Pre-Use Post Sterilization Integrity Test（PUPSIT）：
Regulatory aspects and Implementation in 
commercial operations

Part 2： PIC/S GMP Annex1に対応した注射剤の
　　　  無菌ろ過に関するケーススタディ

細胞培養プロセスの簡素化と効率化に
～Xcellerex™ X-platform バイオリアクター

14:00-14:45 MPSを用いた評価法の今 ～社会実装への課題～ 近日公開

15:00-15:45
血液脳関門通過技術を用いた新規AAVベクター
（JUST-AAV）による遺伝子治療

ダウンストリーム工程のプロセスインテンシフィケーションに
よるコスト効率と環境持続性の両立

16:00-16:45
【パネルディスカッション】 「知の流動化」を通じた
バイオロジクスの製品化、事業化に向けて

バイオ医薬品開発におけるファブレス戦略とファウンドリー戦略 
 ― 生産設備競争時代から、エコシステムを製造する時代へ 

9/8
（火）

10:00-10:45
Cell Therapy Reset: Redefining the Path Forward
細胞治療のリセット：未来への道筋を再定義する

官・産・学の視点から読み解くバイオ医薬品製造の課題 
～国内製造ケイパビリティ強化と政策・産業連携の方向性～

11:00-11:45 複雑化する開発・製造環境における生産技術研究部の挑戦 標的化in vivo LNPの進展：
上流の技術革新と下流CMCスケーラビリティをつなぐ

12:00-12:45 最新製造ソリューションのご紹介（詳細は当日発表） CLD・品質特性評価を進化させるBiacore活用の最前線

13:00-13:45
【パネルディスカッション】  製薬協 – トップCDMO鼎談
バイオ製造を支える人材基盤の再構築 繋がるUNICORN™、広がる可能性

14:00-14:45 近日公開
マルチカラムクロマトグラフィー工程のスケールアップ課題への
取組み及び簡素化スケールダウンモデルによるプロセス設計の
効率化

15:00-15:45 バイオ医薬品製造人材をどう育てるか ―課題と打ち手―
Part 1： HyClone製品製造能力の現在地とバイオ医薬品業界

が直面している原材料管理に対する最新の取り組み
Part 2： PFASの現状とCytivaの取り組み 

※ セミナータイトルやプログラム内容は予告なく変更される場合がございます。あらかじめご了承ください。
※ セミナーA会場で開催される英語セミナーにつきましては「英⇨日」同時通訳を実施します。
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